
加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり地域協賛事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成１６年度から市の主催事業から協賛事業に変更し、各地域の独自性を活か
した事業が開催されているが、役員の高齢化や短期間での交代により、事業の
継承が困難となってきている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

町内会連合会単位で形成する「おまつり広場実行委員会」（合同開催も可）及
びハモリｉｎｇ＆ゆずっこコンテスト実行委員会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

各実行委員会に補助金として支払い、おまつり広場等の運営補助を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

各地域の自主性・独自性を活かしたまつりを開催することにより、地域住民の
連帯とふるさと意識の高揚を図ることを目的とする。

1,62009,136

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,620

財　

源　

内　

訳

□拡充

令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、実施事業数は大きく減
少したが、地域住民の連帯とふるさと意識の高揚を図る事業の開催を支援する
ことを目的に実施されており、市の関与は妥当であると考えられる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,620

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

加古川まつり事業

681



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり地域協賛事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

259,603261,041262,308

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナ感染症拡大防止の観点から多くの人を集めないよう各会場の規模を縮小したた
め、例年に比べ参加者数が大きく減少している。

加古川まつり地域協賛
会場数

会場 4016

活 動 指 標
分 析 結 果

令和２年度においてはすべての事業が中止となったが、令和３年
度はコロナ禍の中、感染症対策を徹底し４地区での開催となっ
た。

加古川まつり地域協賛
事業参加者数

目 標 値

76,000

目標年度

令和8年
度

2,200053,100

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川観光協会運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間 平成17年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 その他

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

加古川観光協会の運営負担金として、加古川市と加古川商工会議所から負担金
を交付している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川観光協会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

観光事業を展開している加古川観光協会に対して負担金を交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川の魅力を高め、観光によるまちづくりに貢献し、多くの人々が訪れるに
ぎわいのあるまちを創出することを目的する。

2,5002,5002,500

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,500

財　

源　

内　

訳

□拡充

移り変わりの早い観光ニーズに対応し、より一層の観光振興を進めていくた
め、観光協会が令和４年度から一般社団法人となった。今後は、協会の安定的
な運営を支援するため、補助金事業として整理することから、当該事業につい
ては事業完了とする。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 ■完了

事 業 費 合 計 2,500

そ の 他 特 財

令和3年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光行政に要する一般的経費

683



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川観光協会運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

名

対 象 指 標 名

加古川観光協会 111

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症拡大の影響が依然として続いており、コロナ禍前の観光客入込数
まで回復するには時間がかかると考えられる。

加古川観光協会 団体 111

活 動 指 標
分 析 結 果

妥当であると考えられる。

観光客入込数（兵庫県
観光客動態調査：観光
客１７地点）

目 標 値

2,464,000

目標年度

令和6年
度

1,338,3851,335,5162,204,507

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川菊花展等運営補助事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成１９年度から加古川菊花展等運営事業補助金として、「加薫会」及び「加
古川ばら会」に補助している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加薫会及び加古川ばら会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

菊花展、ばら展をそれぞれ主催している「加薫会」及び「加古川ばら会」に加
古川菊花展等運営補助金を交付している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

ばら及び菊作りを通じて、美しい自然と明るい郷土を創造するとともに、市民
の豊かな心を養うことを目的とするが、同時に市内外から集客を見込める展覧
会としたい。

1,4611,3991,548

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,461

財　

源　

内　

訳

□拡充

令和２年度に引き続き、令和３年度においても新型コロナウイルス感染症の影
響により、ばら展が中止となった。菊花展及びばら展ともに出展者数が減少傾
向であるため、出展者数の増を補助対象団体に呼びかける。また、より多くの
来場者を呼び込むためにはＰＲ方法にも工夫が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,461

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光行政に要する一般的経費

685



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川菊花展等運営補助事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

名

名

対 象 指 標 名

加薫会 111

加古川ばら会 団体 111

成 果 指 標
分 析 結 果

令和３年度に開催予定であった第64回加古川ばら展については、新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点から令和４年度へ延期となり、令和４年５月14日、15日の両日に感染症対策
を徹底したうえで、令和４年度事業として実施した。また、菊花展については、一定の参加
者数を確保しており、妥当なものと考えられる。

加古川菊花展開催数 回 111

加古川ばら展開催数 回 001

活 動 指 標
分 析 結 果

開催数については、花の見頃等が影響するので妥当なものと考え
られる。令和３年５月に開催予定であった第64回加古川ばら展に
ついては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から令和４
年度へ延期となった。

菊花展来場者数

目 標 値

2,000

目標年度

令和8年
度

2,0002,0002,000

ばら展来場者数 2,000令和8年
度

002,517

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川イルミネーション実施事
業

部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間 令和3年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 060  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

想定よりも多くの来場者に来ていただき、アンケート結果からも概ね高評価で
あったが、花火大会の開催を望む声が多く、令和４年度以降は花火大会を実施
することからイルミネーション事業を実施する予定はない。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市民及び市外在住者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川河川敷を有効に活用したライトアップやイルミネーション、プロジェク
ションマッピング等を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外出自粛等により、多くの人々が
毎年楽しみにしていた加古川まつり花火大会等のイベントを開催できなかった
ことから、イルミネーション事業を実施することで、市のイメージアップを図
るとともに本市への誘客を促進し、加古川河川敷の賑わいと感動の創出を図る
ことを目的とする。

34,98000

国 庫 支 出 金 17,490

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 7,490

財　

源　

内　

訳

□拡充

アンケート結果やＳＮＳ等の投稿から事業内容についても好評を博し、９日間
で延べ33,315名の来場者が訪れた。コロナ禍における花火大会の代替事業とし
ては成功を収めたが、依然、花火大会の開催を望む声が多いことから令和４年
度以降については実施しないこととなった。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 ■完了

事 業 費 合 計 34,980

そ の 他 特 財 10,000

令和3年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

かこがわ光のアート事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川イルミネーション実施事
業

部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

259,603261,041262,308

成 果 指 標
分 析 結 果

初開催のイベントながら、ＳＮＳ等を活用したＰＲが功を奏した結果、参加者数は目標とし
ていた30,000人を大きく超える結果となった。

事業実施回数 回 900

活 動 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイル感染症対策として開催日を複数日としたこと
で、来場者が分散され、安全なイベント運営が実施できた。ま
た、当初は10日間の開催予定であったが、天候不順のため１日は
中止となった。

事業参加者数

目 標 値

30,000

目標年度

令和3年
度

33,31500

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり開催事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間 昭和47年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

少子高齢化が進み地域の人口が減少する中、地域住民の連帯とふるさと意識の
高揚が課題となっている。また、花火大会については市民にとって愛着のある
イベントであるが、開催にあたり、安全性の確保のほか、安全対策費や環境整
備費が年々増加しており、費用面においても課題がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市民及び市外在住者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

毎年８月第１日曜日に花火大会を開催し、前日の土曜日などを中心に各地域で
「おまつり広場」等のイベントを開催している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民総ぐるみで夏の風物詩を楽しみ、地域住民の連帯とふるさと意識の高揚を
図るとともに、本市への誘客を促進し、にぎわいのあるまちを創出することを
目的とする。

11620876,105

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 116

財　

源　

内　

訳

□拡充

新型コロナウイルス感染症の影響や東京オリンピック・パラリンピックの影響
に伴い、令和３年度は花火大会が中止となった。次年度以降、花火大会を開催
する場合は新型コロナウイルス感染症対策に加え、従来からの課題である安全
性の確保や年々増加する費用負担が課題となっている。市民にとって愛着のあ
るイベントとして定着しているが、事業のあり方については見直しが必要であ
る。

□維持 □縮小 ■改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 116

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

加古川まつり事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり開催事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

名

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

259,603261,041262,308

成 果 指 標
分 析 結 果

加古川まつり花火大会については中止となったため来場者数０人、加古川まつり協賛事業に
ついては４地区で開催されたものの、コロナ禍で各会場の規模を縮小したため、合計2,200
名の参加者数に留まった。

加古川まつり行事数 件 4019

活 動 指 標
分 析 結 果

新型コロナ感染症感染及び東京オリンピック・パラリンピックの
影響による警備員不足から、令和３年度の花火大会を中止とし
た。また、加古川まつり協賛事業についてはコロナ禍の中、感染
症対策を徹底し４地区で開催された。

加古川まつり参加者数

目 標 値

100,000

目標年度

令和8年
度

2,2000150,000

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 観光まちづくり推進事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間 平成28年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 055  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

人口減少による交流人口増加の必要から、観光振興に対する期待は高まってい
る。令和２年３月に新たな５ヵ年計画である第２次戦略を策定し、さらなる観
光振興に取り組む。しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大により観光業界
は大きな影響を受けている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市民及び市外在住者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

第2次加古川市観光まちづくり戦略に基づき事業を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川市の観光情報を発信し、市民には市の魅力再発見を促し、市外在住者に
は加古川市への来訪意欲を高める。

7,8731,61015,326

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 675

地 方 債

一 般 財 源 7,198

財　

源　

内　

訳

□拡充

加古川市観光まちづくり戦略に記載の事業を順調に実施しているが、個々の事
業においては成果向上の余地が考えられる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 7,873

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光まちづくり推進事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 観光まちづくり推進事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

名

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

259,603261,041262,308

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により入込客数が減少している。

戦略に基づく事業実施
数

件 984

活 動 指 標
分 析 結 果

観光まちづくり戦略記載の事業を実施した。

観光客入込客数

目 標 値

2,464,000

目標年度

令和7年
度

1,338,3851,335,5162,204,507

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 まち案内所管理運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

基 本 目 標 ０３活力とにぎわいのあるまち

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光の振興

事 業 実 施 期 間 平成17年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 加古川地区

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

市民ギャラリーの利用について、平成２９年６月にカピル２１ビル３階からＪ
Ｒ加古川駅構内に移転したことにより利用者が増加した。現在は新型コロナウ
イルス感染症の影響を受けているが、状況を注視しながら、終息後には利用数
の回復に努めていく。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川駅構内のまち案内所兼市民ギャラリー、利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川観光協会への委託により管理運営を行う。●観光案内業務●ギャラリー
利用者からの利用料収納業務●設備及び備品等の管理

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

展示スペースの維持管理並びに設備面の充実を行うことでサービスの向上を図
り、不具合なく快適に利用してもらい、利用効率性を高める。

1,6941,7491,926

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,694

財　

源　

内　

訳

□拡充

まち案内所の入場者数・市民ギャラリーの入館者数ともに、コロナ禍以前と比
べると落ち込んでいるが、徐々に回復傾向が見られる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,694

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光行政に要する一般的経費
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 まち案内所管理運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 産業振興課

件

人

対 象 指 標 名

施設数 111

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続いているが、案内件数・市民ギャラリー入
館者数ともに回復傾向が見られた。

まち案内所入場者数 人 49,66641,80363,210

ギャラリー展示回数 回 422742

活 動 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続いているが、ま
ち案内所の入場者数・ギャラリー展示回数ともに回復傾向が見ら
れた。

まち案内所におけるま
ち案内件数

目 標 値

9,500

目標年度

令和8年
度

4,6443,7799,291

市民ギャラリー入館者
数

18,000令和8年
度

10,8349,58116,179

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

施設

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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